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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 72,932 △11.4 3,995 △45.4 3,592 △52.0 3,532 △39.7

2024年３月期中間期 82,306 8.3 7,316 86.7 7,477 77.7 5,855 70.9

（注）包括利益 2025年３月期中間期 2,219百万円（△69.9％） 2024年３月期中間期 7,384百万円（155.2％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 86.79 －

2024年３月期中間期 143.26 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期中間期 202,294 125,237 61.7 3,064.21

2024年３月期 210,846 128,023 59.0 3,056.65

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 124,751百万円 2024年３月期 124,404百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 45.00 － 50.00 95.00

2025年３月期 － 55.00

2025年３月期（予想） － 55.00 110.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 165,000 0.6 14,000 △12.2 13,600 △14.2 10,500 △11.4 258.83

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

当社は2024年10月29日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。2025年３月

期の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。

なお、詳細につきましては、本日（2024年10月29日）公表いたしました「自己株式取得に係る事項の決定に関するお

知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 43,164,802株 2024年３月期 43,164,802株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 2,452,232株 2024年３月期 2,464,981株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 40,705,767株 2024年３月期中間期 40,876,128株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料Ｐ．11「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)自己株式数には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として保有する当社株式を含めて記載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2025年３月期中間期末　227,164株、2024年３月期末　241,104株）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に

あたっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会内容の入手方法について）

当社は、2024年11月8日（金）に機関投資家、アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。決算説明会資料

につきましては、同日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 4

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 4

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 5

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 5

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… 7

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 7

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………… 8

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 9

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 11

（会計方針の変更に関する注記） ………………………………………………………………………………… 11

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記） ………………………………………………… 11

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 12

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 13

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 13

（重要な後発事象の注記） ………………………………………………………………………………………… 13

３．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 14

売上高、受注高及び受注残高（連結） ……………………………………………………………………………… 14

○添付資料の目次

- 1 -

㈱横河ブリッジホールディングス（5911）2025年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

①受注高

橋梁事業につきましては、厳しい受注環境が続く中、当第２四半期（2024年７月１日～2024年９月30日）にお

いても沖縄総合事務局・小禄道路橋梁（P30-P36）、小禄道路橋梁（P36-P40）等の大型工事を受注することがで

き、概ね想定通りに推移しました。当中間連結会計期間（2024年４月１日～2024年９月30日）における橋梁事業

の受注高は、過去最高を更新し、520億円（前年同期比51.1％増）となりました。

エンジニアリング関連事業につきましては、当第１四半期に受注した土木関連事業の大型案件により、事業全

体の受注高は過去最高の354億２千万円（同54.1％増）となりました。システム建築事業につきましては、中小

規模の工場・倉庫案件を中心に、依然として建設コスト上昇等による設備投資計画の延期や見直しの動きが散見

され、受注は想定を下回って推移しました。その一方で持ち直しの動きも出てきており、下半期に向けて確実に

需要を取り込んでまいります。なお、システム建築事業の受注面積につきましては、33万㎡（前年同期29万㎡）

となりました。

先端技術事業につきましては、精密機器製造事業において受注が回復し、受注高は20億４千万円（同126.5％

増）となりました。

以上の結果、当社グループの当中間連結会計期間における受注高は894億７千万円（同53.5％増）となり、過

去最高を更新しました。

②経営成績

当社グループの当中間連結会計期間における売上高は729億３千万円（前年同期比11.4％減）、営業利益は39

億９千万円（同45.4％減）、経常利益は35億９千万円（同52.0％減）となりました。また、投資有価証券売却益

の計上により親会社株主に帰属する中間純利益は35億３千万円（同39.7％減）となりました。以下事業別に記載

いたします。

（橋梁事業）

橋梁事業の売上高は462億６千万円（前年同期比0.6％増）となりました。豊富な手持ち工事が順調に推移し

た結果、営業利益は38億３千万円（同30.7％増）となりました。

（エンジニアリング関連事業）

エンジニアリング関連事業につきましては、システム建築事業において生産量が伸び悩みましたため、売上

高は246億１千万円（前年同期比29.2％減）、営業利益は９億４千万円（同81.4％減）に止まりました。

（先端技術事業）

先端技術事業につきましては、受注が回復し、売上高は17億７千万円（前年同期比37.1％増）、営業利益は

６千万円（前年同期は１百万円の損失）となりました。
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前中間期 当中間期

売上高

橋梁事業

新設橋梁事業 316 342

保全事業 120 116

海外事業 22 4

小　計 459 462

エンジニアリング

関連事業

システム建築事業 259 185

土木関連事業 44 34

建築・機械鉄構事業 43 26

小　計 347 246

先端技術事業

精密機器製造事業 9 14

情報処理事業 3 3

小　計 12 17

不動産事業 3 2

合　計 823 729

受注高

橋梁事業

新設橋梁事業 219 475

保全事業 115 43

海外事業 9 0

小　計 344 520

エンジニアリング

関連事業

システム建築事業 197 220

土木関連事業 9 90

建築・機械鉄構事業 22 43

小　計 229 354

先端技術事業

精密機器製造事業 6 17

情報処理事業 2 3

小　計 9 20

合　計 582 894

受注残高

橋梁事業

新設橋梁事業 867 1,039

保全事業 523 429

海外事業 19 2

小　計 1,410 1,471

エンジニアリング

関連事業

システム建築事業 198 210

土木関連事業 266 386

建築・機械鉄構事業 34 63

小　計 499 660

先端技術事業

精密機器製造事業 4 10

情報処理事業 3 3

小　計 8 13

合　計 1,918 2,145

当中間連結会計期間におけるセグメント別の連結売上高・受注高・受注残高　　　　　　　　　（億円）

（注）金額は単位未満を切捨てて記載しています。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(A)

（2024年５月13日発表）
170,000 15,500 15,400 11,700 287.41

今回修正予想(B) 165,000 14,000 13,600 10,500 258.83

増減額(B)-(A) △5,000 △1,500 △1,800 △1,200 －

増減率（％） △2.9 △9.7 △11.7 △10.3 －

（ご参考）前年同期実績

（2024年３月期）
164,076 15,946 15,857 11,854 291.16

（２）当中間期の財政状態の概況

①財政状態

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ85億５千万円減少し、2,022億９千万円と

なりました。流動資産は、「現金預金」や「受取手形・完成工事未収入金等」が減少したこと等により、前連結

会計年度末に比べ57億円減少しました。固定資産は、投資有価証券の売却等により「投資その他の資産」が減少

したことにより、前連結会計年度末に比べ28億５千万円減少しました。

負債は、前連結会計年度末に比べ57億６千万円減少し、770億５千万円となりました。その主な要因は、「支

払手形・工事未払金等」が減少したことによるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ27億８千万円減少し、1,252億３千万円となりました。その主な要因は、

「親会社株主に帰属する中間純利益」の計上、配当金の支払、「非支配株主持分」の減少等によるものです。こ

の結果、自己資本比率は61.7％となりました。

②キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前中間連結会計期間末に比

べて38億９千万円減少し、221億２千万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は27億５千万円（前中間連結会計期間は83億４千万円の獲得）となりました。

これは、主に「税金等調整前中間純利益」を計上したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は２億７千万円（前中間連結会計期間は４億４千万円の獲得）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は50億円（前中間連結会計期間は79億４千万円の使用）となりました。これ

は、主に連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

システム建築事業の上半期の受注の伸び悩みによりエンジニアリング関連事業の売上高は計画を下回る見込み

となりました。損益につきましては、下半期の橋梁事業の設計変更等による改善を想定しておりますが、エンジ

ニアリング関連事業の遅れを取り戻すには至らない見込みとなりました。また、保有する投資有価証券の更なる

売却等を勘案し、通期の連結業績予想を下記の通り修正いたします。

2025年３月期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 24,988 22,122

受取手形・完成工事未収入金等 114,117 111,944

棚卸資産 3,287 3,092

その他 3,862 3,396

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 146,255 140,555

固定資産

有形固定資産

土地 15,143 15,143

その他（純額） 23,686 23,716

有形固定資産合計 38,830 38,860

無形固定資産 3,335 3,423

投資その他の資産

投資有価証券 14,867 11,751

その他 7,556 7,724

貸倒引当金 － △20

投資その他の資産合計 22,424 19,455

固定資産合計 64,590 61,739

資産合計 210,846 202,294

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 22,030 18,357

１年内償還予定の社債 － 3,100

１年内返済予定の長期借入金 － 8,400

未払法人税等 3,204 1,883

未成工事受入金 2,445 2,889

工事損失引当金 3,861 3,718

賞与引当金 2,735 2,810

その他の引当金 194 208

その他 3,823 3,024

流動負債合計 38,297 44,393

固定負債

社債 4,100 1,000

長期借入金 24,400 16,000

役員退職慰労引当金 30 38

株式報酬引当金 336 402

退職給付に係る負債 12,583 12,718

その他 3,074 2,504

固定負債合計 44,525 32,663

負債合計 82,822 77,057

純資産の部

株主資本

資本金 9,435 9,435

資本剰余金 9,356 9,496

利益剰余金 102,534 104,020

自己株式 △3,263 △3,234

株主資本合計 118,062 119,718

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,182 4,874

土地再評価差額金 159 159

その他の包括利益累計額合計 6,342 5,033

非支配株主持分 3,618 485

純資産合計 128,023 125,237

負債純資産合計 210,846 202,294
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 82,306 72,932

売上原価 69,470 62,994

売上総利益 12,835 9,938

販売費及び一般管理費 5,518 5,942

営業利益 7,316 3,995

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 193 169

持分法による投資利益 38 27

為替差益 89 －

その他 74 84

営業外収益合計 399 285

営業外費用

支払利息 82 105

コミットメントフィー 50 86

為替差損 － 377

前受金保証料 45 68

団体定期保険料 35 36

その他 24 13

営業外費用合計 238 688

経常利益 7,477 3,592

特別利益

固定資産売却益 108 5

投資有価証券売却益 991 1,498

関係会社清算益 68 －

特別利益合計 1,168 1,503

特別損失

固定資産処分損 51 9

特別損失合計 51 9

税金等調整前中間純利益 8,594 5,086

法人税等 2,590 1,557

中間純利益 6,003 3,528

非支配株主に帰属する中間純利益 147 △4

親会社株主に帰属する中間純利益 5,855 3,532

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 6,003 3,528

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,380 △1,308

その他の包括利益合計 1,380 △1,308

中間包括利益 7,384 2,219

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 7,236 2,224

非支配株主に係る中間包括利益 147 △4

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 8,594 5,086

減価償却費 1,858 2,076

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 391 135

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 7

株式報酬引当金の増減額（△は減少） 72 65

工事損失引当金の増減額（△は減少） △63 △143

その他の引当金の増減額（△は減少） 86 109

受取利息及び受取配当金 △196 △173

支払利息 82 105

投資有価証券売却損益（△は益） △991 △1,498

固定資産売却損益（△は益） △107 △5

その他 △167 302

売上債権の増減額（△は増加） 4,153 2,172

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △213 △119

仕入債務の増減額（△は減少） △3,175 △3,673

未成工事受入金の増減額（△は減少） 132 444

未払金の増減額（△は減少） △53 △335

預り金の増減額（△は減少） 1,100 913

未払消費税等の増減額（△は減少） 259 △589

その他の資産・負債の増減額 △845 707

小計 10,925 5,590

利息及び配当金の受取額 197 174

利息の支払額 △84 △101

法人税等の支払額 △2,692 △2,910

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,345 2,752

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,214 △2,389

有形固定資産の売却による収入 26 117

無形固定資産の取得による支出 △528 △684

投資有価証券の売却による収入 2,091 2,728

その他の支出 △41 △83

その他の収入 108 31

投資活動によるキャッシュ・フロー 443 △279

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,991 －

社債の発行による収入 1,000 －

社債の償還による支出 △300 －

自己株式の取得による支出 △687 △0

自己株式の売却による収入 － 29

配当金の支払額 △1,846 △2,046

非支配株主への配当金の支払額 △122 △111

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △2,877

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,947 △5,005

現金及び現金同等物に係る換算差額 31 △334

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 873 △2,866

現金及び現金同等物の期首残高 25,143 24,988

現金及び現金同等物の中間期末残高 26,016 22,122
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しています。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っています。

この結果、中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しています。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適

用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっています。

この結果、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっています。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しています。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

橋梁事業
エンジニア
リング関連

事業

先端技術
事業

不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 45,973 34,738 1,293 300 82,306 － 82,306

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 45,973 34,738 1,293 300 82,306 － 82,306

セグメント利益又は損

失（△）
2,937 5,094 △1 197 8,228 △911 7,316

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

橋梁事業
エンジニア
リング関連

事業

先端技術
事業

不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 46,265 24,611 1,772 282 72,932 － 72,932

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 46,265 24,611 1,772 282 72,932 － 72,932

セグメント利益又は損

失（△）
3,837 949 69 155 5,012 △1,017 3,995

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△911百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経理部門等の管理部

門に係る費用です。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,017百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経理部門等の管理

部門に係る費用です。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象の注記）

（株式報酬制度に係る第三者割当による自己株式の処分）

当社は、2024年９月20日付会社法第370条に基づく取締役会決議に替わる書面決議において、株式報酬として

自己株式の処分（以下、「本自己株式処分」といいます。）を行うことについて決議し、自己株式の処分を以下

のとおり実施いたしました。

１．処分の概要

(1）処分期日　　　　　　　　　　2024年10月８日

(2）処分する株式の種類及び数　　当社普通株式250,000株

(3）処分価額　　　　　　　　　　１株につき2,630円

(4）処分総額　　　　　　　　　　657,500,000円

(5）処分予定先　　　　　　　　　三井住友信託銀行株式会社（信託口）

　　　　　　　　　　　　　　　　（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））

(6）その他　　　　　　　　　　　本自己株式処分については、金融商品取引法による届出の効力発生を条

　　　　　　　　　　　　　　　　件といたします。

２．処分の目的及び理由

当社は、2018年５月14日付取締役会において、当社取締役（非常勤取締役及び社外取締役を除く。）の報

酬と当社の株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共

有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、株式報

酬制度（以下、「本制度」といいます。）の導入を決議し、その導入については2018年６月27日開催の第

154回定時株主総会において承認決議されました。また、2021年６月21日付取締役会において本制度の継続

を決議しており、2022年６月28日開催の第158回定時株主総会において本制度の対象者を「社外取締役を除

く取締役」に変更、2024年６月26日開催の第160回定時株主総会において本制度の対象者を「取締役（監査

等委員である取締役及び社外取締役を除く。）」に変更し、承認決議され、同日の当社取締役会で本制度の

継続を決議し、現在に至るまで本制度を継続しております。

なお、当社の執行役員ならびに当社の子会社の取締役（非常勤取締役を除く。）及び執行役員（以下、当

社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）と併せて「取締役等」と総称します。）に

対しても、本制度と同様の制度を導入しております。

本自己株式処分は、本制度導入のために設定済みである信託（以下、「本信託」といいます。）の受託者

である三井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））に

対して行うものであります。

（自己株式の取得）

当社は、2024年10月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、総数100万株並びに総額20億円をそれぞれ上限とする自己株式取得に係る事項につ

いて決議しました。

なお、詳細については、本日（2024年10月29日）公表しました「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知

らせ」をご覧ください。
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期　　別

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間
増　　　減

（△印は減）

前連結会計年度

(自 2023年４月１日 (自 2024年４月１日 (自 2023年４月１日

  至 2023年９月30日)   至 2024年９月30日)   至 2024年３月31日)

区　　分 金　額(百万円) 金　額(百万円) 金　額(百万円) 金　額(百万円)

売

上

高

橋梁事業 45,973 46,265 291 97,411

エンジニアリ

ング関連事業
34,738 24,611 △10,126 63,132

先端技術事業 1,293 1,772 479 2,941

不動産事業 300 282 △18 591

合　　計 82,306 72,932 △9,374 164,076

受

注

高

橋梁事業 34,408 52,002 17,594 86,245

エンジニアリ

ング関連事業
22,982 35,421 12,439 56,621

先端技術事業 904 2,049 1,144 2,843

合　　計 58,295 89,474 31,178 145,709

受

注

残

高

橋梁事業 141,041 147,178 6,136 141,440

エンジニアリ

ング関連事業
49,978 66,033 16,055 55,223

先端技術事業 812 1,379 567 1,102

合　　計 191,832 214,591 22,758 197,766

３．その他

売上高、受注高及び受注残高（連結）

（注）売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた金額です。
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